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タイルカーペットの循環型リサイクルモデルを実現した 

リファインバース株式会社への出資を決定 

 

株式会社産業革新機構（以下「INCJ」）（本社：東京都千代田区、代表取締役社長   

能見公一）は、オフィスビルの施工現場や中間処理事業者から排出される使用済みタ

イルカーペットの塩化ビニル樹脂の再資源化に取り組んでいるリファインバース株

式会社（以下「リファインバース」）（本社：東京都中央区、代表取締役社長 越智晶）

に対し、事業展開加速に必要な資金として 5 億円を上限とする出資を行うことを決定

しました。 

 

使用済みタイルカーペットは、塩化ビニル樹脂によるバッキング層とナイロン樹脂

などの繊維で構成されるパイル層、繊維部分を保持する基布層の 3 層で構成される複

雑な構造であり、これまではリサイクルは技術的に困難であるとされてきました。ま

た、塩化ビニル樹脂は焼却によって有害なダイオキシンが発生することもあり、リサ

イクルは商業的にも成り立たず、ほぼ全量が埋立てによって廃棄されていました。 

 

リファインバースは、これらの課題を解決するため、使用済みタイルカーペットの

バッキング層のみを精密に削り取り、微細粉の形で分離回収する新技術を開発しまし

た。さらに、タイルカーペットメーカーとの業務提携により、分離回収した樹脂をタ

イルカーペットのバッキング層として再利用する、塩化ビニル樹脂の循環型リサイク

ルモデルの商業化に成功しました。 

 

国内のタイルカーペット市場の成長は頭打ちとなる一方で、リファインバースが供

給するリサイクル素材を用いたタイルカーペットは、エコマーク認定商品として年々

市場が拡大しています。また、海外では新興国を中心にタイルカーペット市場は順調

な成長を続けており、リサイクル素材に対する潜在需要は非常に大きいと考えられま

す。 

 

INCJ は、リファインバースに対し、生産拠点の拡大、ナイロン樹脂のリサイクル

技術の開発、将来の海外展開準備に必要な資金を供給するとともに、社外取締役の派

遣、事業開発体制の強化等の経営サポートを行います。INCJ は上記の取り組みを通

じて、同社が、新たな循環型バリューチェーンを創出し、グローバルに展開できる「新

しい素材産業」のモデルとなるよう支援してまいります。  



 

リファインバース株式会社について 

設立 2003 年 12 月 

事業内容 使用済タイルカーペットからの塩化ビニル樹脂リサイクル  

本社所在地 東京都中央区日本橋久松町 4-10 

代表取締役社長 越智 晶（おち あきら） 

HP http://www.r-inverse.com/  

 

株式会社産業革新機構（INCJ）について 

INCJ は、2009 年 7 月にオープンイノベーションの推進を通じた次世代産業の育成

を目指して、法律に基づき設立された会社です。総額約 2 兆円の投資能力を有してお

り、革新性を有する事業に対し出資等を行うことで産業革新を支援することをミッシ

ョンとしています。 

INCJ は、投資・技術・経営等で多様な経験をもつ民間人材によって運営されてお

り、法令に基づき、当社内に設置している産業革新委員会にて、政府の定める支援基

準に従って投資の可否の判断を行い、日本の産業革新に資する投資を実施いたします。      

INCJ では、これまでに合計 55 件・総額約 6,800 億円の投資決定を発表しました。

当面、環境エネルギーにも関連するエレクトロニクスや IT の分野、バイオ・ライフ

サイエンス分野、水ビジネス等インフラ関連分野などにおいて、知財ファンドによる

先端的な基礎技術の事業展開、ベンチャー企業等の事業拡大、技術等を核とした事業

の再編・統合、海外企業の買収等による積極的な海外展開などに対してハンズオン投

資を行ってまいります。 

 

                      

 

 

 

 

（本発表資料のお問い合わせ先） 

㈱産業革新機構（INCJ） 企画調整室 伊藤・相田・望月・畑  

東京都千代田区丸の内1-4-1 丸の内永楽ビルディング21階  

電話：03-5218-7200（大代表） 
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